
からだと こころを まもる
たいせつな おはなし

社会福祉法人 和みの会 ゆうゆうくじら保育園

ゆうゆうくじら第2保育園

令和4・5年度 文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課
「学校等における生命（いのち）の安全教育推進事業」委託事業

幼児期における
生命の安全教育の取組



｢和顔(わがん)愛語(あいご)｣
～にこにこしてやさしい言葉かけをする～を職
員一同心がけ、知育・体育・徳育・食育の柱に
安心した保育環境の中で育つ「くじらっ子」の
育成に取り組んでいます。

身についた知識は自ら守り生きていく“力”、
自分がどうしたいのかを考え、自分で選択する
主体性を尊重した学びを安全教育としながら自
己肯定感を育んでいます。

生命（いのち）の安全教育は幼児期からの遊
びや生活の中から生命の尊さを学び、徳育の
「人権保育」として自分や相手を尊重する教育
を推進してまいります。
｢ゆっくり、ゆったり、気持ちはで～かく｣を
モットーに地域と共に育っていきたいと思いま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

2023年度 グランドデザイン「和顔愛語」の環境の中で育つ「くじらっ子」

４つの柱の中の徳育の人権保育として「生命の安全教育」を位置づけ取り組むこととした。

あいさつ 社会福祉法人 和みの会 理事長 本田 直子

保育理念
ゆったりと うけいれて ゆっくりと うなずいて くまなく じっくり らしさを 育みます

【保育所保育指針「第3章健康及び安全」
子どもが、自らの体や健康に関心をもち
心身の機能を高めていくことが大切である】



職員研修

園児の実態を考慮し絵本を題
材とした学習について内容の
具体的な検討を中心に行った。

職員の生・命・性について意識調査、
子どもとの関わりの中で気になることや
配慮していることを踏まえた保育環境の
見直しと学習内容の精査と考察を行った。

「保育通信」より
公益社団法人全国私立保育園連盟 著

浅井春夫 安達倭雅子
艮香織 北山ひと美 編著
“人間と性”教育研究協議会
乳幼児の性と性教育サークル 著

参考書籍

保護者との連携

▼外部講師による初回職員全体研修

▼月に1度の研修

▼学習内容の同意を得るため説明会の実施

▼学習内容の配信

コロナ禍だったため、
オンラインでの説明会
を実施した。

学習指導ごとに
保護者向けのお便り
を発行した。
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いやだなっていうときは…NO GO TELL!

イヤだ！ にげる！ はなす！

からだのかたち かんがえること

すきなこと きらいなこと

ひとりひとりちがう

学習内容のテーマ

プライベートパーツの理解

NO！GO！TELL！の理解 多様性の理解

自分を大切にする・
相手を大切にする

『いや』も
大切な気持ち

【小学校低学年】プライベートゾーン＋NO!GO!TELL!
【小学校中学年】境界線（パウンダリー）/同意
【小学校高学年】境界線（パウンダリー）/SNS/LGBTQ/助けてくれる機関

【幼児期】

 テーマを４つに
しぼり学習指導
を行った。

幼児期では

理解の定着を重視するのではなく

絵本を題材とし身近なもの

として親しめるよう配慮した

【参考】 福岡県庁 「境界線って何？…自分も相手も守る透明バリア」
北九州市 人権推進センター人権文化推進課「明日への伝言板」



学習活動

１ ２ ３月10 11 12月７ ８ ９月４ ５ ６月
テーマ
【プライベートパーツの理解】
【自分・相手を大切にする】
【NO GO TELLLの理解】
【多様性の理解】

テーマ
【プライベートパーツの理解】
【NO GO TELLLの理解】

テーマ
【自分・相手を大切にする】

テーマ
【プライベートパーツの理解】

教
材

そっくりだけど、全然違う双
子の「うみ」と「りく」のお話
をベースに、体の権利や同意に
ついて伝える絵本。気持ちを伝
えることの大切さも学べます。

からだの大切さだけでなく、
一人ひとりが大切な存在という
ことを伝える絵本。小さな子に
も手に取りやすい内容です。

愛したり守ったりする「いい
タッチ」と暴力をふるい権利を
奪う「わるいタッチ」があるこ
とを知って伝える絵本。自他を
守る力をつけるきっかけに。

素朴な疑問から一人ひとりみ
んな違う大切な体なのだと気づ
くきっかけになる絵本。自分の
体の仕組み働きを知り、守るた
めに必要な体の権利を学びます。

教
材
観

あたまかたひざポンの
手遊び歌で楽しい雰囲気で

学習をスタート！

「そんな時は、ごめんねって
言えばいいんだよ」

子どもからのアドバイスで無事仲直り！

ペアで体の違いを比べたよ
大きさ、形などはどうかな？

君ならどうする？
「いや」な気持ちを言えなくて

お友だちの作品をこわしちゃった！

少人数に分かれて
理解度の把握＆復習

一人ひとりのエピソードもきき
とることで学習活動に活かした

みんなで考えた
「見ない 見せない 触らせない！」

のポーズ付きの合言葉を
学習指導後の普段の生活の中でも

伝え合う姿がみられた。

学習指導で話題に出た
“こども１１０番の家”

が保育園周辺のどこにあるか
探検にお散歩に出かけた。

実際に困ったときのイメージを
もつきっかけの活動となった。

▼興味・関心・意欲を高める工夫

大型テレビに絵本の拡大
ページを映しどの園児にも

見えるようにした。

▼身体活動・言語活動でより楽しく＋イメージしやすくする工夫

▼年間スケジュール

～事前～ ～学習導入時～

～ペア・グループ～～寸劇・遊びの場面設定～

翌週からプールが始まる 身近に
感じられるタイミングで扱えたので

着替えの際はラップタオルで
身体が見えないように着脱する

様子が増えてきた。
自然と意識が高まりつつある。

▼保育場面での気づき・成果



掲示物の作成
関心を高められるよう

玄関ホールなどを活用し
子どもたちや保護者の
目に触れられるようにした。

パーテーション等の導入
おむつ替えや着替えの際

ついたてを導入した。
公園などで着替えが必要

な際には園から持参した
ラップタオルを使用している。

絵本の貸出
生命の安全教育で活用した

絵本の家庭への貸出を開始した。
（全園児向け）

みんなの声 こども 職員

からだや気持ちについて
お友だちとの違いを

知れてよかった

プライベートパーツの
合言葉とポーズ

「見ない 見せない 触らせない」
を考えたのが楽しかった

じぶんのことや
あいてのことを

みんなとお話をする
時間がたくさん

あって楽しかった

相手と同じ気持ちだと嬉しいし
相手が違う気持ちの時もあると

いうのがわかった

家庭

小さな年齢でも
お話しをきく機会があって

も良さそう！
絵本なら小さな年齢から
気軽に取り組めるから

いいかも

体のことや心のことは、
家庭でどう扱っていいか

分からなく悩んでいた・・・
保育園で絵本を通して
一緒に考える時間を

つくっていただきとても有難い

生命の安全教育が
はじまってから

自分から見せないように
見られないように

気をつけてるようです

プライベートパーツについて
保育園で学んできたことを

親や兄弟に教えてくれました

取組をきっかけに
小学校進学前に

プライベートパーツや
いざとなったらどうしたら
いいのか等を話すことが

できてよかったです

遊びや生活の中で
子どもたちが自ら学んだことを

伝えてる様子が見えた時
大切な時間を共有したなと感じた

子どもたちの
気づきや言葉から

一緒に学んでいく中で
こちらも成長できた

自分・相手を大切にすることを
知る いいきっかけになり

取組を通して色々なことを学んで
小学１年生になってほしい

学習指導中は
理解している様子はあったが

日常生活の中で
いいこと悪いことの

区別が繋がらないこともあり
同じことだよと

伝わらないのが難しい・・・

この年齢の子どもたちに
どのくらい伝わるのか
自分たちもどのような

言葉で伝えるべきなのか
どこまで伝えるべきなのか

悩みながらのスタートでした

初回の全体学習指導は
プール遊び前に行う
以後は必要に応じて

全体指導を取り入れる

普段の保育の中で
絵本を通して親しむことで

自然と浸透していく
ことを促す

今後も職員研修における
アップデートが不可欠

保護者や地域にも
発信していく

環境の整備

今後の方向性 ～みんなの声を受けて～



じぶんを

たいせつにする

あいてを

たいせつにする

いっしょに かんがえていきましょう！

上尾市保育課

これから目指したい姿

みんないっしょだよ ～家庭・関係施設・地域との連携機関～

“プライベートパーツ”

という言葉が

幼児期においても

親しみある言葉として

浸透していくように・・・

自分の“いや”を

受け入れる

“いや”と言えなくても

あなたは悪くない

という受け止め方を

大人がもつ

相手の“いや”を

受け入れることは

相手を大事にすること

安心して伝え合える関係

いやなときに

いやといえる関係

保護者 地域との

連携をより深め

子どもたちを

サポートしていく

地域がチームとなって

子どもたちを見守り

安心して子どもたちが

育っていける環境づくりと

上尾の教育力の向上を

一緒に目指していきましょう

目から耳から・・・

想像力を養い

大人も子供も一緒に

心のエネルギーを

充電しよう

上尾市教育委員会

子育て支援課
児童相談所

警察署

保健所

保健センター 上尾市男女共同参画課

子育て支援センター

AGE  COCO

児童委員

愛育班

こども１１０番の家

小学校 中学校

近隣保育園・幼稚園・認定こども園



あとがき

当法人は、子育て支援・保護者支援・就労支援

保育園・幼稚園・認定こども園、近隣小中学校や地域の方々との連携を深め

保育の根っこにこだわり続けていく「和顔愛語」を大切にし

引き続き幼児期における人権保育・人権教育としての

「生命（いのち）の安全教育」を更に広め

全ての子どもたちの「心のエネルギー」を高めながら

「子どもの最善の利益」を追求してまいります。

結びに、本研究の推進にあたり格別なご指導を賜りました

講師 丸地香奈先生をはじめ、近隣小学校の校長先生・養護教諭の先生方

研究にかかわって頂きました各園の研修委員の諸先生方には

心より感謝とお礼を申し上げます。

ご指導・ご協力いただいた先生方

作業療法士・性教育講師・研修サポートアドバイザー 丸地 香奈 様
上尾市立尾山台小学校 校長 熊坂 由美子 様
上尾私立尾山台小学校 養護教諭 坂本 絵美 様
上尾市立原市小学校 校長 松澤 歩 様
上尾市立原市南小学校 養護教諭 川村 千尋 様

この冊子を手に取って下さった方々へ

実際の教材、学習指導様子動画、スライド、研修資料等について
いつでもお気軽に お問い合わせ・お立ち寄りください。

〒362-0021 埼玉県上尾市原市３８７０－１
mail info@yuyukujira.com ℡048-721-3781
社会福祉法人 和みの会 ゆうゆうくじら保育園

ゆうゆうくじら第２保育園 ホームページはこちら

令和4・5年度 研修委員

ゆうゆうくじら保育園
本田 直子 鈴木 彩絵子 本田 琴絵 湯沢 朋恵 野崎 沙織 藤本 絢美
ゆうゆうくじら第２保育園
柾 弘子 越本 博美 佐藤 一美 平岡 麻衣 堀 英里


